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　ベリタス病院には現在4つの病棟があります。主に整形外科の患者様が
入院される４Ｆ病棟、おなじく内科の患者様が入院される３Ｆ病棟、産
婦人科の専門病棟である産婦人科病棟、そして外科や脳神経外科、循環
器科等さまざまな疾患の患者様が入院されている２Ｂ病棟です。
　ベリタス病院の循環器科は昨年１１月、辻本先生を迎え本格的に開始
しました。その後火伏先生も加わり、体制も整ってきたことで、入院患
者様の数や検査の数も当初に比べ随分と増えてきました。そして今後ま
すます増えようとしています。
　

　ギプスを巻いたことがある方はご存じかもしれませんが、
ギプスがどのように巻かれ固まるのかご存知でしょうか？
　ギプスとは石膏（硫酸カルシウム粉末）の事で、石膏を塗
布した包帯を水に浸す事によって起こる化学反応（水和反
応）で硬化させたものです。骨折・靭帯損傷などの治療にお
いて患部が動かないよう外から固定・保護し安静を保つ為に
用いられる整形外科にとって重要なアイテムです。しかし従
来の石膏ギプスは重く、硬化に時間がかかり、硬化後も水に
濡れると壊れてしまい、X線を通しにくいといった欠点があ
りました。現在は軽量で、常温水に浸けると数分で硬化し濡
れても壊れにくく、X線をよく透過するプラスチック包帯
（ガラス繊維をポリウレタン樹脂で加工したもの）が主流と
なっています。
　巻き方としては、①患部にストッキングや綿包帯を下巻き
し、②水に濡らしたプラスチック包帯を転がすように巻いて
いき、③患部の形に合うよう形を整え、④完成です。
　取り外しをする時はギプスカッターという特殊な器具でギ
プスを切り除去します。この器具は振動による摩擦でギプス
をカットしますので、皮膚など柔らかいものは切れません。
　今回は日常病院でよく目にするギプスについて簡単にご紹
介させて頂きました。

　医学書院　「標準整形外科学」より

　そこでこの度、今後の循環器科の患者様の増加に対応するべく、１２
月１日より循環器科の患者様に主としてご入院いただく２Ａ病棟を開棟
いたします。専門のスタッフを充実させ、機器設備も整備し、ゆくゆく
は夜間救急体制も整え、職員一同より一層地域医療に貢献できるよう努
力していく所存ですので、どうかよろしくお願いします。

個室の風景

２Ａ病棟職員一同



TEL 072-793-7890㈹　　FAX 072-793-0900
e-mail　rennkei@shinshinkai.jp

※参加のための予約等は必要ありませんので、どうぞ
そのままお越しください。
※参加費用は無料です。
※その他お問い合わせは当院「地域医療連携室」まで

第115回　医療講演会

日時・場所：　12月9日（木）13：30～15：00
　　　　　　　緑台公民館
    　　　　　　川西市向陽台1-6-38

テーマ： 「胸痛について」

講師　：  ベリタス病院 循環器科部長　辻本　充先生

　ヒトの体は、おおまかに胸部と腹部に分別され
ます。胸部に生じる疼痛を「胸痛」といいます
が、さまざまな疾病で胸痛が起こりえます。胸部
疾患といえば心臓病が第一に浮かぶと思われます
が、その他の疾病についても知識を持ち合わせて
おくことは重要です。今回、胸痛について浅く広
く知っていただき、最後に心臓の検査についてお
話をしたいと思います。

内科（中学生以上）　　　　１回接種
　　接種期間　　：平成22年11月15日（月）～平成22年12月24日（金）
　　　　　　　　　毎週　月・金曜日　13：30～16：00受付　（接種開始　14：00～）
　　予約受付期間：平成22年11月1日（月）より開始
　　　　　　　　　月曜日～金曜日9：00～16：00　電話・窓口にて予約受付
　　　　　　　　　　※予約専用ダイヤル　072-793-8060
　　　　　　　　　　※窓口のみ土曜日9：00～12：00　も受付しております。

　費用　：　一般（65歳未満）　¥3,600（1回目）
　　　　　　老人（65歳以上）　¥1,000　※川西市・猪名川町の方のみ

※小学生以下の方の接種受付は終了いたしました。

2011年7月のアナログ放送終了にむけて、病室内に設置している有料テレビの地
上デジタル放送対応を行いました。機器の変更に伴い、テレビカードも変更に
なります。従来のテレビカードは新しい機器では使用できません。１Ｆ受付前
にある精算機でお早めにご精算をお願いします。

 インフルエンザの予防接種の受付締め切りが近づいておりますので、ご希望の方はお
急ぎください。なお、受付期間中でも、ワクチンが無くなり次第終了とさせていただ
きますのでご了承ください。

11月15日～17日にかけて実施させていただきました、患者満足度調査実施に
おきまして、ご協力をいただきありがとうございました。おかげさまで、外
来患者様384名、入院患者様59名の方々からご回答いただくことができまし
た。この貴重なご意見を基に、今以上に皆様に愛される病院運営に取り組ん
でまいります。
　皆様からいただきましたご意見は、集計後院内掲示、ベリタスニュース等
でお伝えさせていただきます。
  また今後もお気づきの点がございましたら、院内設置の投書箱までご意見
をいただければ幸いです。
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 　 現代人の食生活における外食率は年々増加傾向にあります。厚生労働省の調査によれば、特に20～
 59歳の男性では外食の頻度が高く、3割前後がほとんど毎日1食以上利用しており、今や外食は私たち
 の食生活の中で切っても切れないものとなっています。そこで今回は外食との上手な付き合い方につい
 て取り上げたいと思います。

外食の特徴
　・油を使用した料理が多い
　・量が多い
　・野菜、海藻の使用量が少
　　ない
　・牛乳、乳製品の使用量が
　　少ない
　・味付けが濃い
　・何が入っているか分かり
　　にくい

つまり

・ご飯の量が多い
・揚げてある為
　高カロリー
・肉の量が多い

• 衣をはずして食べる(－約200kcal)
• ご飯を残す
• 肉を一切れ残す
• 肉は脂身の多いロースよりヒレを
　選択(－約140kcal ダウン)
• ソースはかけずにつける

・炭水化物が多い
・汁は糖分塩分が多い
・野菜が少ない

•野菜をプラスする
•セット料理で炭水化物のついたも
  のを選択しない
•五目うどんなど野菜が多めのもの
  を選択する

主食 汁物

副菜 主菜

なるべく主食・主菜・副
菜が揃った定食を選択し
ましょう。

問題点
　★エネルギーが高くなる
　★ビタミン・ミネラル・食物繊
　　維が不足する
　★塩分・砂糖のとりすぎになる
　★何をどれくらい食べているか
　　判断しにくい

　•過不足分は家庭での食事で調節しよう
　•朝・夕食で野菜、海藻、乳製品をとろう
　•多種類の食材を使ったメニューを選ぼう
　•同じようなメニューを続けて食べないよう
　 にしよう
　•丼、うどんなどの単品より定食がおすすめ
　•エネルギーの少ないものを選ぼう
　•油の多いものに注意しよう
　•残すことも考えて




